
1 火曜

30 3限

日程 授業形態 小テスト・定期試験

1 １回目 講義

2 ２回目 講義

3 ３回目 講義 小テスト５点

4 ４回目 講義

5 ５回目 講義 小テスト５点

6 ６回目 講義

7 ７回目 講義 中間試験２０点

8 ８回目 講義

9 ９回目 講義 小テスト５点

10 １０回目 講義

11 １１回目 講義 小テスト５点

12 １２回目 講義

13 １３回目 講義

14 １４回目 講義 期末試験５０点

15 １５回目 講義 小テスト１０点

2020年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 衛生管理
必修
選択

必修 年次 2 開講区分 後期

衆衛生の概要、予防医学と保健、環境衛生（空気・温度・水・風・衣食住と健康）までの基礎学習を通し、美容師として人と接する責任を持つためには
衛生管理の学科知識は大変重要であることを理解できるようにする。感染症の入口である感染症総論を学び、美容師として人と接する責任として、
感染症を予防する基礎知識・技術を習得する。配布したプリントにある重要な箇所のチェックをし、講義終了前に実施される小テストで学習成果を確
認してほしい。

学科・コース トップスタイリスト科
授業
形態

講義
単位
時間

曜日・時限

教員 春名　千英子

　【到達目標】
公衆衛生と環境衛生の基礎知識を学び、衛生管理の学科の重要性を知る

　【授業の学習内容】　

２編　環境衛生　1章環境衛生④・上、下水道、衛生害虫とネズミ、公害と環境保全

　【教員実務経験】

授業計画・内容

１編公衆衛生　１章公衆衛生の概要・公衆衛生の概要に関する基礎的知識

１編公衆衛生　　２章予防医学と保健①・公衆衛生と統計、母子保健の基礎的知識

１編公衆衛生　　２章予防医学と保健②・成人・高齢者保健、精神保健の基礎的知識

１編公衆衛生　２章　予防医学と保健①・栄養と食物の基礎的知識

歯科大学、歯科衛生士専門学校で、公衆衛生を講義し、公衆衛生、地域保健に関する研究を実施している。公衆衛生の教育歴は20年であり、本学での衛生管理の
教育歴は7年である。

１編公衆衛生　２章　予防医学と保健②・医療介護の制度の基礎的知識

１編公衆衛生　1章環境衛生①・自然環境、温度、水、風の性質

中間試験

２編　環境衛生　1章環境衛生②・空気・水・日光、日光と健康、気候

２編　環境衛生　1章環境衛生③・衣服の衛生、食品の衛生、住居の衛生

衛生管理/日本理容美容教育センター
配布プリント、美容師筆記試験問題集

２編　環境衛生　２章　理容所・美容所の環境衛生・理容所・美容所の衛生管理

２編　環境衛生　３編　感染症　１章　感染症の総論①・感染症と法律、感染症の分類

２編　環境衛生　３編　感染症　１章　感染症の総論②・病原体の身体への侵入・媒介経路

期末試験

期末試験フィードバック・成績評価

準備学習
時間外学習

準　　　　　備：
時間外学習：授業のノート整理、項目の復習、過去問題の練習

評価方法

●習熟度　 　：　１００点（到達目標に対する成長具合や習熟度）
◇出　　　席　：　ＴＳ・実践・ＴＢ・ＨＭ・ＢＲ・国Ｂは７０％以上、美容師は出席率８０％以上（下回る場合は単位認定は無し、Ｅ評価となる）
◇合　　　否　：　６０点以上で合格（Ａ：１００～９０　Ｂ：８９～８０　Ｃ：７９～７０　Ｄ：６９～６０）　否（Ｅ：評価資格喪失、Ｆ：５９～０）　、
　　　　　　　　　　実習や習熟度が測れないものについてはＳ・Ｕ評価

受講生への
メッセージ

衛生管理は、美容師国家試験に15問出題されるので、国家試験合格を目指して、しっかりと予習、復習して、学習することを期待します。

　【使用教科書・教材・参考書】　 


